
高知工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 創造実験
科目基礎情報
科目番号 4554 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 物質工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 6
教科書/教材 教科書：物質工学科の授業で使用した教科書・実験書全般
担当教員 大角 理人,白井 智彦,土居 俊房,中島 慶治,中林 浩俊,長山 和史,秦 隆志,東岡 由里子,藤田 陽師,三嶋 尚史,安川 雅啓
到達目標
【到達目標】
１．グループで協調・協働し，自身の役割分担を理解し，多面的な観点から行動できる。
２．グループにおける合意形成を通じて，アイデアの創造，演示実験に向けたデザインやマネジメントができる。
３．文献調査や特許検索を通じた情報収集により，実験テーマの創造性を複眼的・論理的に分析し，安全面を含め解決すべき問題点を発見でき
る。
４．実験計画書および実験報告書の作成を期限内に行うことができる。
５．演示実験のプレゼンテーションを効果的に行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
グループで協調・協働し，自身の
役割分担を十分に理解し，多面的
な観点から行動できる

グループで協調・協働し，自身の
役割分担を理解し，多面的な観点
から行動できる

グループで協調・協働し，自身の
役割分担を理解し，多面的な観点
から行動できない

評価項目2
グループで協調・協働し，自身の
役割分担を十分に理解し，多面的
な観点から行動できる

アイデアの創造，演示実験に向け
たデザインやマネジメントができ
る

アイデアの創造，演示実験に向け
たデザインやマネジメントができ
ない

評価項目3 演示実験のプレゼンテーションを
極めて効果的に行うことができる

演示実験のプレゼンテーションを
効果的に行うことができる

演示実験のプレゼンテーションを
効果的に行うことができない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

　化学や生物の特徴を理解し，基礎研究や技術開発を行い，新たな価値を創造することが重要となっています。本実験
では，これまでの講義や実験で修得した知識や技術を活用し，グループ毎にアイデアを創造し，演示実験に向けたデザ
イン，マネジメントを行う。また，実験計画書と実験報告書の作成および演示発表を行う。これらを通じて専門基礎知
識および技術の応用力を養うとともに，地域学，創造性，論理的思考力・記述力，デザイン能力，マネジメント能力お
よびプレゼンテーション能力を養うことを目標とする。

授業の進め方・方法

注意点 実験計画書25%，実験報告書25%，演示実験25%，取り組み姿勢25%の割合で総合的に評価する。技術者が身につけ
るべき専門基礎として，到達目標に対する達成度を評価する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション[1]：“研究と開発”とはどのような
ことか講義形式で学ぶ。 講義の概要の理解

2週 先行技術と文献調査[2]：先行技術とその文献調査（科
学技術文献）の仕方について学ぶ。 文献調査方法の習得

3週 発明と特許[3]：特許と特許検索および発明の特許化に
ついて学ぶ。 特許の仕組み理解

4週 グループワーキング（１）[4-5]：実験テーマの調査と
探索を行い，実験テーマを確定する。 テーマ探索

5週 グループワーキング（１）[4-5]：実験テーマの調査と
探索を行い，実験テーマを確定する。 テーマ探索

6週 グループワーキング（２）[6]：実験計画を立案し，実
験計画書を作成し，提出する。 計画書作成

7週 グループワーキング（３）[7]：実験方法の素案を作成
する。 実験方法案の作成

8週 グループワーキング（４）[8]：実験方法の考案ととも
に，薬品・物品を調達し購入する。 実験方法の考案

2ndQ

9週 グループワーキング（５）[9-11]：実験を試行し，実
験方法の改善を図る。 実験の試行・改善

10週 グループワーキング（５）[9-11]：実験を試行し，実
験方法の改善を図る。 実験の試行・改善

11週 グループワーキング（５）[9-11]：実験を試行し，実
験方法の改善を図る。 実験の試行・改善

12週 グループワーキング（６）[12]：実験を完成させる。 実験の完成

13週
グループワーキング（７）[13]：実験目的，方法，結
果，考察，購入品の決算などを記した実験報告書を作
成し，提出する。

実験報告書の作成

14週 演示実験発表会[14]：グループ毎に演示実験の発表を
行い，教員が評価する。 実験の実施

15週 片づけ[15]：実験器具等を清掃し，実験室を整理・整
頓する。 実験室の整頓

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



分野横断的
能力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 3
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 3

評価割合
実験計画書 実験報告書 演示実験 取り組み姿勢 合計

総合評価割合 25 25 25 25 100
基礎的能力 5 5 5 5 20
専門的能力 15 15 15 15 60
分野横断的能力 5 5 5 5 20


